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『哲学・思想論集』投稿・編集規定

１．本誌は、筑波大学人文社会科学研究科哲学・思想専攻の研究論集として、毎年度
一回発行する。

２．本誌は、先行研究を尊重し、研究倫理にかなった、学術的に優れた論文を掲載する。
３．本誌に投稿資格を有する者は、本専攻の現構成員、元構成員、非常勤講師、本専攻
出身の研究者、および本専攻と交流のある研究機関の研究者等、本誌編集委員会が認
めた者とする。

４．投稿論文は、その内容が他誌に掲載ないし投稿されておらず、剽窃、データの捏造、
改ざん、個人情報の不当な扱い等を含んでいないものとする。

５．本誌は、哲学・思想に関する論文で、（必要に応じて専攻外ないし学外の研究者を
含む）2名以上の査読者による査読をへて編集委員会において採用が決定されたものを
掲載する。

６．編集委員会は、哲学・思想専攻長、編集委員３名（うち１名を編集委員長とする）
によって構成する。

７．査読者は編集委員会が指名する。
８．投稿者は、採否決定について不服がある場合、編集委員会に申し立てができる。
その際、編集委員会が新たな査読者に査読を依頼し、審査を行った上で最終的に採否
を決定する。

９．採用された論文は、つくばリポジトリでWeb公開される。
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